
　多くのため池は、谷の一部を堤体でせき止め、貴重な農業用水を貯めています。
　万が一にも堤体が決壊すると、貯留水が一気に下流に向けて流れ出します。
　東日本大震災の教訓を踏まえて、あらゆる事態を想定しておくことが重要です。

　大きな地震によって、万が一にもため池の堤体が決壊した場合、一度にたくさんの水や土砂が下流
に向けて流れ出します。
　ため池に近い場所では、水の流れが速く、押し出す力も強いため、建物や車でさえも流される可能
性があります。
　水の流れが毎秒1メートルを超えると、50cmの水深でも立っている事が出来なくなります。
　すみやかに避難しましょう。

自宅以外の普段過ごす場所についても考えてみましょう。
家族で話し合い、事前に避難場所を決めておきましょう。


